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要   約  

西松式地中連続壁工法（DIA－WIN工法）は，場所打ちコンクリート地中壁の本体利  

用（耐震壁，壁杭）に関して，既に開発を完了している．ところが近年，立坑形式の地下立  

体駐車場や階高が高い地下変電所などの需要が多くなり，こうした地下構造物に合理的に適  

用できる地中連続壁の開発が求められるようになってきた．このため，新たに面内せん断  

力だけでなく，面外力にも抵抗できる壁間剛接継手．壁と後打ち躯体継手の満合鉄筋継手，  

および合成壁などの新しい機能を有するDIA－WIN工法の開発を行った．  
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§6．おわりに  

本建築センターの性能評価を取得している．また掘削機  

に関しても，MHL掘削機およびBW掘削機の評価を取  

得しているが，その後．地中連続壁の大深度・大壁厚に  

対応するため，MEH掘印1械，EM掘削機，およびEMX  

掘削機の3機種の追加評価を取得している．   

ところが近年，立坑形式の地下立体駐車場や階高が高  

い地下変電所などの需要が多くなり，こうした地下構造  

物に合理的に適用できる地中連続壁の開発が求められる  

ようになってきた．このため，新たに面内せん断力だけ  

でなく，面外力にも抵抗できる二方向版耐側圧壁に用い  

る壁間剛接継手，壁と後打ち躯体継手の結合鉄筋継手，  

および地中連続壁と後打ち壁とを結合鉄筋継手を用いて  

構造的に一体として面外力に抵抗する合成壁について開  

発を行った．これらの新たな構造機能を有するDIA－  

WIN工法は，平成6年1月に追加評価を取得した．本  

報では，これらの各種試験結果について報告する．  

§1．はじめに  

西松式地中連続壁工法（DIA－WIN工法）は．仮  

設の山留め壁，本設構造躯体および壁杭としての機能を  

有する場所打ちコンクリート地中壁工法として，（財）日   

＊ 技術研究所先端技術研究課   

＊＊ 技術研究所原子力課  

＊＊＊ 建築設計部  

＊＊＊＊ 技術研究所研究部  
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§2．構造横能   

2－1壁間剛接継手   

壁間剛接継手は，図－1に示すように仕切鋼板を貫通  

するくし型筋と，仕切鋼板に溶接された等辺山形鋼（コ  

ッターアングル）より構成され，面内せん断力および面  

外力に抵抗する．  

§3． 試験概要   

3－1構造性能試験の概要   

新しい機能を有する地中連続壁の構造性能を把握する  

ため，表－1に示す地上で製作した1／2縮小模型試験体  

33体，美大模型試験体10体，原位置で施工した地中連続  

壁から切り出して製作した実物試験体21体の合計64体に  

ついて構造試験を行った．なお，実物試験体の構造試験  

には，東京大学工学部総合試験所大型構造物試験室の  

2，000ぱ（19．6MN）試験機を使用した．（写真tl）  

表－1試験体一覧  

種  別   試験体欺   

；1／2娼小昆型8体   面内せん断  3  
実物体  

il／2縮小倶型8体     l  

壁間剤接継手  
果物3体  

面外曲げせん断試験  l／2縮／j、模型5体    実物2体  
面外純曲げ試験  1／2縮小模型3休    1   

実物体   

結合鉄筋継手  直接せん断試験   美大模型10体  
実物6体   

面外曲げせん断試旗  1／2縮小模型6体    4  

合 成 壁  
実物体  

面外組曲げ試験  l／2拍小模型3体  
実物2体   

囲－1壁間剛接継手  

2－2 結合鉄筋継手   

結合鉄筋継手は，図－2に示すように地中連続壁の接  

合面を目荒し処理し，その面に結合鉄筋を配置して後打  

ち躯体を打設して，せん断力を伝達させる工法である．   

この工法には，使用する結合鉄筋の施工法により∴鉄  

筋曲げ戻し工法，接着系アンカー工法，鉄筋継手工法の  

3種類がある．  

（合成量）  

図－2 結合鉄筋継手  

2－3 合成壁  

合成壁は，図－3に示すように必要な壁厚を任意に設定  

できるので，単独壁に比べて経済的な地中連続壁が構築  

できる．  

写真－1実物試験体構造試験状況  

3－2 原位置施工性試験の概要   

新しい機能を有する地中連続壁の施工性および構造性  

能を確認するため，東京都町田市鶴間にある技術研究所  

両町田実験場にて，原位置での地中連続壁を構築した．   

構築後，この試験壁の切り出しを行い，実物試験体を  

製作した．（写真－2）   図－3 合成壁  
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§4．構造性能試験   

4－1壁間剛接継手の面内せん晰試験  

（1）試験目的   

本試験は，壁間剛接継手が面内せん断力を受ける場合  

の力学的性状を把握し，設計式を誘導するための基礎資  

料を得ることを目的としている．  

（2）試験概要   

試験体一覧を表－2に，試験体配筋の一例を図－5に  

示す．試験体は，梁型模型試験体8体と，実物試験体3  

体の合計11体である．試験パラメータは，くし型筋比お  

よびコッターの有無の2種類とした．また，壁筋はくし  

型筋と同径同ピッチとした．  

（3）試験結果   

試験結果および計算値の一覧を表－2に示す．表より  

写真－2 試験壁の切り出し状況  

施工ヤードの地層構成は，地表面から黒ぼく層（GL±  

0．0～－0．9m），N値5～10程度の立川・武蔵野ローム層  

（GL－0．9m～－14．8m），N値50以上の相模野礫層（GL－  

14．8m以深）で，地下水位はGL－14．3m付近にある．   

試験壁構築には，バケット式掘削機（MHし80120）  

を使用し，壁厚0．8m，壁延長さ14．Om，掘削深さ11．6m  

（上部空打ち1m）とした．コンクリートはレディーミク  

ストコンクリートとし，設計基準強度240kgf／cm2  

（23．5MPa），スランプ20cm，空気量4％とした．また安  

定液は，ポリマー系とした．  

試験壁は，図－4の実物試験体切り出し配置に示すよう  

に3エレメントとし．壁間剛接継手を2ヶ所設けた．   

原位置施工性試験では，継手掃除機を用いた壁間剛接  

継手清掃施工性試験，合成壁などで実施する高圧のウオ  

ータージェット（以下，WJ）による地中連続壁表面処  

理試験，結合鉄筋継手に用いる接着系アンカーの引抜き  

試験，および鉄筋継手工法の施工性確認試験の4項目を  

中心に行った．  

表－2 試験体一覧および試験結果  

計算値  

Q皿  試験体名   u 朋ぎ去忘莞， ‖ H   コ丁ダー  l～） 旧  妻（tf）  iQsu （tf）   

ISu－B－10－1   

0．42 0．74 】l・16   有  100 別  
田  89．4  巨 39・3  

lSH－B－13－l  T臥7  54．8  l．46   

ISH－8－16－l  88．4  71．2  1．24   

ISH－B－13－Nl   0・74芦無  四  45．8  38．6  
模型  

四  い6・6  40・さい－39   

1SH－B－13－2  

IStl－8－18－2  1Sfト8－10－2   加 0．42  有  】 田           0．74    387  川  66．1  56．0  H  1．18     l．16 j  H    四   H 74．6  73．8  
ISH－B－13－N2  0．74！無  田  41．2】  38・6ト07   

ISH－B－22   0．56  田  306．0  223・＆・37   

実物   0．74有  

lSH－B－32  1．18  406  371．0  347．了  l．OT   

1）くし型筋断面積を地中連続壁の断面積で険した値  
2）せん斬スパン  

3）コンクリート強度（kgf／cm2：先行壁と後行壁との平均値）  

…（l）Q5t＝∑ai・けy／㍉‥・（2）  

聖ホ…（3）  
A∞，  
フランジ間距離×コッタ一重直高さ  

∑a，：くし型筋の断面積の合計（cm2）  

ロy：くし型筋の降伏強度（kgf／cm2）  

切■t  t■■曽■手  

■■■事■  tん■よ■  

ーー ⊥   1－  

図一4 実物試験体切り出し配置  
rl趣県  

1 

囲－5 試験体配筋例（B汁8詑）   
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における計算値に対する実験値の比は，模型試験体が1．01  

～1．77，実物試験体が1．07～1．37の範囲内にあり，実験  

値は計算値を全て上回る結果となった．  

4－2 壁間剛接継手の面外せん断試験  

（1）試験目的   

本試験は，面外方向から作用する力に対して，壁間剛接  

継手の耐力評価法を明らかにすることを目的としている．  

（2）試験概要   

試験体一覧を表－3に，試験体の配筋例を図－6に示  

す．試験体は，梁型模型試験体8体と，実物試験体3体，  

計11体である．試験パラメータは，壁筋比（くし型筋比）  

および壁間岡臓継手の有無とした．  

（3）試験結果   

表－3に面外せケ断試験結果の一覧を示す・壁間剛接  

継手を有する試験体の最大耐力は計算値（大野・荒川mi  

nimum式）に対して1．68～4．81倍となっており，実験値  

はすべて計算値を上回っている．また，継手を有する試  

験体の一体打ち試験体2体に対する耐力比は，1．09およ  

び1．15となっており，継手を有する試験体は一体打ち試  

験体より最大耐力が大きくなっている．  

4－3 壁間剛接継手の面外曲げせん断試験および面外  

純曲げ試験  

（1）試験目的   

本試験は，壁間剛接継手の重ね継手部の面外せん断耐  

力および面外曲げ耐力の評価法を明らかにすることを目  

的としている．  

（2）試験概要   

試験体の一覧を表一4に，試験体の配筋例を図－7に  

示す．試験休は，面外曲げせん断試験が模型試験体5体，  

実物試験体2体の計7体，面外純曲げ試騒が模型試験体  

3体，実物試験体1体の計4体である．試験パラメータ  

は，壁筋比，壁間剛接継手の有無とした．  

鉄筋経の大きい（くし型筋比の大きい）試験体ほど最大  

耐力は大きくなっている．   

破壊モードは，全試験体とも相対変位と継手部ずれ量  

の差がほとんどなく，後行壁側の仕切鋼板面の鉛直方向  

ずれによる直接せん断破壊であった．  

（4）面内せん断耐力算定式  ′   

本壁間剛接継手部の面内せん断耐力式（‡Q5〝）の構成  

を，コッターのシヤキイ効果用。♂）ならびに，くし型筋  

のせん断抵抗（Qぶf）の累加とした．   

同配筋（くし型筋：D13）でコッター有りとコッター  

無しの試験体（各2体）の最大耐力の差分をコッターの  

シヤキイ効果とし，Q。βを表－2中式（1）とした．また，  

「鋼構造設計規準」により，くし型筋のせん断抵抗を表－  

2中に式（2）とした．   

以上により，壁間剛接継手の面内せん断耐力式をQ。。  

ならびに軋の累加とし，表－2中に式（3）を設定した．  

実験値と式（3）による計算値を表－2に示す．各試験体  

表－3 試験体一覧および試験結果  

モード   試験休名  種類  j） 璧筋比 （％）    ，ユ事実験値i計算値 ．．崇酷i ” 】    山 匪 H  i破域T） ！   
（追付一針10－1   

（方円－B－1ユーl  0．79  

1．24   

模型   

ロ  

（芯H－B－18－2     田  317  82．3  22．5  3．66  Sl   
（芯和一0－1ユーCll〕      【340  65．6  25．0  2．62  Sl   
瓜H－0－13－C2ヱ〕   0．79   340  62．2要21．5  H   2．90  FS2   

捌－8－22    0．61  

0．79  

（蔦H－B－32  1．24   3gT  257．7  107．2  2．40  S2   

1）主筋位置を壁筋位置とした壁間剛接継手のない一休打ち試験体  

2）圭筋位置をくし型筋位置とした壁間円提議手のない一体打ち試験体  
3）壁筋（くし型筋）断面積を地中連続壁の断面積で除した値  

4）せん斬スパン  

5）コンクリート強度（kgr／cm2：先行壁と後行壁との平均値）  
6）大野・荒川扇ni皿um式による  

7）破壊モード   

Sl：継手却せん断破壊  円1：曲げ降伏後の継手部せん断破壊   
S2：一般部せん斬破嘩  悶2：曲げ降伏後の一般部せん断破壊  

用：曲げ降伏後の付着割裂破壊  200  
⊥  拍帥  甜 しユ㍗ヒ盤ゴ00  

。  

面外曲けせん断試験体（OBS－B－25）  

昌
一
朝
郡
㌻
l
0
0
 
 
 0
0
 
 

昌
訂
淵
軋
Ⅵ
 
 

叩1■ ”j L些 
面外純曲け試験体（OBE－B－25）  

図－7 試験体配筋例  

】  即∴L700  lI  1.700 l㈱  

図－6 試験休配筋例（OSH一路お）  
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表－4 試験体一覧および試験結果  

方法   
試験   試験体名  種類  Z） 壁筋比 （％）  jJ a （皿）  l） αl  実験値  曲げ耐力   せん断耐力   許容付着    ■J l破壊 モード        Q［IaX （tf）  ’一 …■一．‘   Qsuり （tf）  QⅦaX Qsu  Qtuり （tf）  Qm誠 Qtu   

08S－B－10   0．45   田  四  3，4  1．97  5．8  1．14  FS  

0貼－0－13‖  251  10．6  7，5  1．41  7．8  1．36  F  

面  0．79  
外  1000  
曲  
げ  1．24  257  12．7  四  1．43  T．1  1．79  5．7  2．22  F8  
せ  
ん  2．42  
斬  
OBS－B－25   0．79   487  36．3   26．0 H  】．37  34．9  1・04童  FS  

実物  2000 
OBS－B－35  1．50  484  51．4  67．7  0．76j  42．5  1．21  S   

08E－B－10   四  13．0  6．9  1．88  F  

純 曲  面 外   げ    模型  0．45  四                     OBE－B－16   Ⅰ，24   田  18．0  17．8  1．01      11．3  1．59  FB   08E－0－161）   1．24   田  25．6  22．0  1．17          F  
0IIE－8－25  実物：  0．79  1000  4T2  60，2  52・0い・1り     n H l  49．9  l．21  柑   

1）主筋位置を壁筋位置とした壁間崗接継手のな   
い一体打ち試験休  
2）壁筋（くし型筋）断面積を地中連続壁の断面   
積で険した値  
3）せん斬スパン  

4）コンクリート強度（kgf／cⅦ之：先行壁と復行壁   
との平均値）  
5）Qbu＝0．9・at・け，・d／a  
6）大野・荒川miniⅢum式による  

力
 
 
 

耐
 
 

J
、
曲
 
 
 

7）Qtu＝（b一口¢）・b・fs・コ／′a  Qtu：付着創製から決まる  容
 
許
 
 
 

b：単位幅（単位深さ）   
n：単位当たりのくし型筋の   
¢：くし型筋の径 La：重ね   
fs：コンクリートの許容せん   

j：応力中心同距離  
8）破壊モード S：せん断破壊  

F：曲げ破壊  

さ
度
 
 
 

長
力
 
 

教
手
広
 
 

本
継
断
 
 

円：曲げ降伏後のせん断破壊  
FB：曲げ降伏後の付着割裂破壊   

（3）試験結果   

表－4に面外曲げせん断試験および面外純曲げ試験の  

結果ならびに計算値の一覧を示す．面外曲げせん断試膜  

で大野・荒川minimum式による計算値に対する実験値の  

比は1．04～2．23となっている．また，継手を有する試験体  

は一体打ち試験体より最大耐力が大きくなっている．   

両試験では，既往の学会式の曲げ耐力計算値と実験値  

の比は1．01～1．97と，全試験体とも実験値は計算値を上  

回っている．また，最終的に重ね継手部で付着割裂破壊  

を起こした試験体については，いずれも荷重が曲げ耐力  

の計算値を超えた後での破壊であるが執性に劣るため，  

設計では重ね継手部の付着別製から決まる許容曲げ耐力  

算定式として表－4中に式（4）を規定することとした．  

付着割裂破壊を起こした4体の試験体に対して，式（4）  

による短期許容曲げ耐力は1．2以上の安全率を持つこと  

が確認された．  

4－4 結合鉄筋継手の直接せん断試験  

（1）試験目的   

本試験は，結合鉄筋継手のせん断耐力を把握しせん断  

強度式を確立するための基礎的資料を得ることを目的と  

している．  

（2）試験概要   

試験体は莫大模型試験体10体と実物試験体6体の合計  

16体とし，試験体の形状は図－8に示すような打ち継ぎ  

型とした．接合面の大きさは実大模型試験体で，450×  

600mm．実物試験体で600×800mmである．試験に用い  

たパラメータの一覧を表－5に示す．  

（3）試験結果   

全試験体の破壊状況は接合面に沿ってひびわれが発生  

した後，最大荷重に到達した直接に接合面に大きなひび  

われが生じるすべり破壊を示した，  

表－5に，すべり破壊時のせん断応力度r〟を示す．r〟  

は，P5および♂邦が増大するほど大きくなり，せん断応力  

度は結合鉄筋比および面庄に依存していることがわかっ  

た．またr〟に接合面の目荒し処理方法，結合鉄筋工法お  

よびコンクリート強度の適いによる顕著な差異は見られ  

なかった．  

（4）すべり破壊時のせん断応力度㌃別の強度式の評価   

図一9に，実大模型試験体のr〟から求めた垂回帰式（5）  

と試験結果の関係を示す．なお，式（5）の垂相関係数は  

0．95で良い対応を示している．この図から実物試膜体の  

表－5 試験体一覧および試麒結果  

I）  

先打ち訂  ′  ■   

H l 紺野Ps ト（％）    三） ロn  】ユ 工法   ■） 目荒し  （7l （kgfノノcmヱ）   ｝ユ ru              リーpO－nO  莫大 模型  

リーP2－nlO－ST  270  52．4   

l－P2－n15－ST  鉄筋   6 F327  279  158．4   
u－p4－nO－ST  306  宣269  34．6   

0．0  
u－P8－nO－ST  324  272  55．3   

P－P2－nO－ST！  21．0   

P－p2－n7．5－ST   0．2 （8－D13）  四  鉄筋  2000ぎ  
P－P2－n15－ST  15．0  366  41．6   

P－P4tnO一人N  364  35．1   実物  
P－P2－nO－ST  342  379  24．8   

P－p2－nO－AN  400    21．9   

1）結合鉄筋比：接合面嶺に対する結合鉄筋の越断面積の比  

（）内は、結合鉄筋の径と本数  
2）面  圧：ロn＝0．0は0．35程度の圧力とする（kgf／′cロZ）  

3）鉄  筋：鉄筋曲げ戻しエ法  
アンカー：接着系アンカー工法  

4）WJによる接合面の目荒し処理：吐出圧力（kgfノcDり  
5）Tu：すべり破壊時のせん析応力度（＝最大荷重ノ接合面積：kgf／c血2）  
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（b）結合鉄筋配置  

リo 10 20 30 40 58 60 70  
回帰式による計算値（kgf／c山2）   

図－9 すべり破壊時の実験値と試験値  

との比較  

（a）配 筋  

図－8 試験体配筋および結合鉄筋配置例（実物試験体）  

法とした．面外純曲げ試験体は，模型試験体3体および  

実物試験体2体，合計5体とした．試験パラメータは壁  

間剛接継手の有無とし，接合面積比は全試験体ともに1／  

1である．また，両試験とも結合鉄筋比を0．1％とした．   

面外曲げせん断および面外純曲げ試験体の配筋例を図－  

10に，面外曲げせん断試験の接合面の配置を図－11に示  

す．なお，面外純曲げ試験の接合面の配置は，模型試験  

体ではBSM－0－11，BSM－B－11試験体に，実物試験体で  

はBSP－0－11，BSP－B－11試験体に準じた形状とした．  

（3）試験結果  

表－6に試験結果一一覧を示す．面外曲げせん断試験で模  

型試験では，接合面積比1／2を集中配置した試験体が最  

も大きい耐力を示したが，他の試験体では接合面積比お  

よび接合面の配置の遣いによる顕著な差は見られなかっ  

た．また，実物試験では接合面積比および結合鉄筋工法  

の違いによる顕著な差は見られなかった．   

面外純曲げ試験で模型試験では壁間剛接継手無しの合  

r〟は，P∫・♂プおよび♂”と正の相関関係にあることと，（3）  

の試験結果から接合面の目荒し処理方法，結合鉄筋亡法お  

よびコンクリート強度の各パラメータはすべり破壊時の  

せん断応力度に大きく影響を与えないことがわかった．し  

たがって，莫大および実物試験体の実験値を安全側に評  

価するために，図－9中式（6）を設定した．  

4－5 合成壁の面外曲げせん断および面外純曲げ試験  

（1）試験目的   

本試験は，合成壁が面外方向に曲げせん断あるいは曲  

げ力を受けた場合の力学的挙動を把握し，合成壁の耐力  

評価法および設計方法を確立するための基礎的な資料を  

得ることを目的としている．  

（2）試験概要   

表－6に，面外曲げせん断および面外純曲げ試験体の  

一覧を示す．面外曲げせん断験体は，模型試験体6体お  

よび実物試験体4体，合計10体とした．試験パラメータ  

は，壁間剛接継手の有無，接合面積比および結合鉄筋工  

面外曲けせん断試験体（8SP－8－11）  

CO8SP－8－12－▲月   

実物試験体  

■：接合面  

国：非連合面  

合成面：   

接合面＋非接合面  

接合面♯比：   

接合面／合成面  

刷1卿l〝  ■l脚 
面外純曲け試験体（BEト8－11）  

図－10 試験体配筋例   
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表－6 試験体一覧および試験結果   

試験  
破壊  

，）   

方法  試験休名  種類  l ＝ ！a ∈（m皿）  ヱ〕 継手  摩合 ：面積比 n  山 H 摩合鉄筋 …本数  l 結合鉄筋 工法  J） α靂  実験値  曲げ耐力   せん断耐力   許容  付着  】  モード           Qmax （tf）  ●】 Qbu （tf）  QlnaX ．Qbu  5） Qsu （tf）  鹿  l） Qtu （tf）  Q皿aX Qtu   
BSl－け－11  n u  

［   283  5T．9  43．5  ■1．33  29．5 H  い・98  S  

n   2る5  52．3  43．5  1．20  12g．6  1．77  H  】S  

8Slト0－12A  277  T2．0  r43．5  1．65  30．0  2．36  S  

面  S  

外 曲  模型  】278  5a．0  43．5  11．33  30．5  1．90  u  S  

…273  29．0  25．7  1．13  20．7  1．4（】  15．1  1．g2  8  
げ せ ん  
析  曲げ戻し  384  i162．0  158．0  1．08  141．7  1．14  S  

BSP－0－11一個   無   s  

8SP－8－11  曲げ戻しt415   H   182．0  H  137．5  1．18  126．1  1．28  63．4  2．56  S  

8SP－B－12一丸N  2000   
B甜－D－11   一休打  M  u  田  80．T  27．9  2．89  F  

面  
無 

！  

外  
F  有 

純  ！  

【   22．6  2．69  8  

曲 げ  無   ‖ 四  163．8  銅．4  2．04  F  

実物  1000    1／1  26－D13  曲げ戻し  
BE】L8－11  有  427  163．8  73．6  2．23  9g．3  1．65  F   

1）せん断スパン 2）壁間剛接継手 3）コンクリート強度（kgf／ctD＝：連壁部と後打ち部の平均値）4）Qbu＝0．9・at・q，・d／a  
5）大野・荒川山口imu正式による 6）（4）式による（表－4中） T）破壊モード S：せん断彼壊 F：曲げ破壊 8：付着割裂破壊  

成壁試験体と一体打ち試験体とでは最大耐力に顕著な差  

は見られなかった．また実物試験では，壁間剛接継手の  

有無による最大耐力の差は見られなかった．これらの全  

実験値は計算値を上回っており，合成壁と一体打ち試験  

休の耐力は，ほぼ同等であることがわかった．  

§5．原位置施工性試験   

5－1壁間剛接継手清掃施工性試験  

（1）試験目的   

地申達続壁を構築する際，壁間継手の緩行壁側の継手  

鋼材は建込み後，安定液中に長時間放置されるので，継  

手鋼材にマッドケーキが付着する．継手部の耐力低下を  

防ぐため，継手掃除機を用いて壁間継手に付着したマッ  

ドケーキを除去する必要がある．このため，平塚製作所  

で継手掃除機を製作し，地上において清掃試験を行った．  

この試験より，継手掃除機の性能把握および施工性の確  

認，ならびに施工管理方法を検討した．  

（2）試験概要   

清掃試験は，鋼製の水槽（直径：3．2m，高さ：5．5m）  

内に，壁厚80cmの実物大の試験用継手を設置し，クレー  

ンで継手掃除機を昇降させて行った．   

試験用継手には，ベントナイトを水に溶かし粘性の高  

いゲル状とした模擬マッドケーキを塗布した．   

継手掃除機は，図一12に示すブラシおよびWJ併用型  

で水中ポンプ（出力22kw）内蔵型とし，寸法は，長さ  

図－12 壁間剛接継手掃除機   

（3）試験結果   

清掃試験は清掃速度約2m／分，清掃回数2往復で行  

った．この結果，同清掃条件においてマッドケーキが完  

全に除去されたことを確認した．また，原位置での試験  

壁構築後，実物試験休の切り出しを行った．継手部分の  

切断面の観察から，コンクリートは密実に打設されてお  
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り，マッドケーキの付着は認められなかった．これによ  

り，実施工においても継手掃除機は良好に機能したこと  

が確認できた 

5－2 WJによる地中連続堅表面処理試験  

（1）試験目的   

結合鉄筋継手を用いて，地中連続壁と後打ち躯体を接  

合する際，地中連続壁接合面の表層部分のマッドケーキ  

および脆弱コンクリートを除去し一体性を確保する必要  

がある．このため，高圧のWJによる洗浄目荒し試験を  

行い，洗浄目荒し効果の把握および施工性の確認，なら  

びに施工管理方法を検討した．  

（2）試験概要   

洗浄目荒し試験は，図－4に示す原位置の地中連続壁  

から切り出した試験体を使用し、表－7に示す噴射条件  

で行った．WJの吐出圧力は，ジェットポンプの形式に  

より低圧，高圧，超高圧の3種類を設定した．なお、試  

験時の壁体コア強度は350－430kgf／cm2（34．3～  

42．2MPa）であった．  

表－7 噴射条件  
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図－14 表面状態と接着強度の関係  

§．6 おわりに  

新しい機能を有するDIA－WINl法は，今回実施  

した各種試験の結果より，その性能を確認することがで  

きた．これにより「設計・施工指針」をとりまとめた．   

今後は，実際の設計・施工を通じてデータの収集充実  

に努め，より高機能化を図っていくつもりである．   

なお，今回の追加機能の研究は当社を含めて，佐藤工  

業㈱，（欄高組の3社の共同開発で行ったものである．   

開発にあたり，実物試験体の構造性能試験では，ご助  

言ならびにお世話頂きました東京大学小谷研究室ならび  

に大型構造物試験室の技官の方々に感謝の意を表します．  
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（3）試験結果   

WJの吐出圧力，吐出水量等の違いによって，所定の  

目荒し状態を得るためのノズル壁間距離，目荒し時間は  

異なる磨果となることが確認された．   

図－13に示す洗浄目荒し時間と建研式接着力試厳方法  

に基づいて得られた接着強度の関係より。洗浄目荒し時  

間が長くなるに従って，接着強度は低下する傾向にあっ  

た．また，図－14に示す目視観察による表面状態と接着  

強度の関係より，接着強度は，表面の状態が粗骨材の表  

面が露出する程度（Aレベル）で約20kgf／cm2  

（1．96MPa），粗骨材の一部が露出する程度（Bレベル）  

で約30kgf／cm2（2．94MPa）であり，洗浄目荒し方法に  

よる差は生じていなかった．これらの試験結果から，W  

Jの種類（低圧，高圧，超高圧）に応じた洗浄目荒しを  

行うことにより，表層のマッドケーキおよび脆弱コンク  

リートを除去でき，健全なコンクリート面が現れること  

を確認した．   
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